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金 融 リテラシー教 育 は、近 年 、日 本 でもその重 要 性 が急 速 に認 識 されつつ

ある。経 済 のグローバル化 や個 人 の金 融 責 任 の増 大 に伴 い、若 年 層 が早 い

段 階 から金 融 的 知 識 を身 につけ、将 来 の経 済 的 自 立 を成 功 させることが求 め

られている。ただし、金 融 リテラシー教 育 の重 要 性 は、最 近 になってにわかに

着 目 された訳 ではなく、古 くから議 論 されてきた。例 えば、2001 年 小 泉 内 閣

「 骨 太 の方 針 」 の中 で打 ち出 され た「 貯 蓄 から 投 資 へ」 というスロー ガンは 、  

個 人 が資 産 形 成 の手 段 として、貯 蓄 だけでなく投 資 も考 慮 することを促 す政 策

の一 環 である。さらに近 年 、岸 田 内 閣 が提 唱 する「 投 資 立 国 」 の実 現 には、

国 民 全 体 の金 融 リテラシーの向 上 が不 可 欠 とされる。金 融 リテラシー教 育 は、

国 民 が投 資 や資 産 運 用 に関 する知 識 を深 め、適 切 なリスク管 理 と判 断 力 を

養 うための基 盤 となるからである（ 伊 藤 ・ 木 下 2023） 。不 十 分 な金 融 リテラシ

ーの 下 で は、 個 人 は、 例 え ば 投 資 のリス ク やリタ ー ンを 適 切 に 判 断 できず 、  

資 産 の効 果 的 な運 用 が損 なわれる。このように金 融 リテラシー教 育 は、個 人 が

正 しく 金 融 ・ 経 済 情 報 を 収 集 し、 それに 基 づいて 適 切 な投 資 判 断 を 行 い、  

資 産 形 成 を効 果 的 に進 めるために不 可 欠 な素 養 と位 置 付 けら れる。しかし

日 本 の現 状 を観 察 すると、その進 展 には課 題 も多 い。社 会 全 体 での関 心 の

低 さ、デジタルリテラシー格 差 、アナリストなどの専 門 家 への不 信 など、多 くの

課 題 が 指 摘 さ れ て い るが 、 本 論 文 で は、 金 融 リ テ ラ シ ー 教 育 の 不 備 、 特 に  

教 育 現 場 に お け る 実 施 体 制 の 整 備 が 遅 れ て い る こ とに 着 目 し た 。 そ れ を 、  
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文 献 レビューとインタビュー調 査 に拠 りながら現 状 と課 題 を検 証 していく。その

際 、金 融 リテラシー教 育 で先 行 する欧 米 の事 例 や教 訓 を改 めて詳 しく整 理 し、

その比 較 から日 本 の金 融 リテラシー教 育 の現 状 と課 題 を検 証 するものである。

日 本 の金 融 リテラシー教 育 は、2022 年 の民 法 改 正 による成 人 年 齢 の引 き

下 げを契 機 に、その重 要 性 がさらに高 まった。これにより、高 校 段 階 での金 融

教 育 の充 実 が求 められるようになり、文 部 科 学 省 も家 庭 科 や公 民 科 のカリキュ

ラムに金 融 リテラシー教 育 を導 入 するなどの取 り組 みを進 めている。しかし、  

これまでのところ、金 融 リテラシー教 育 の実 施 には全 国 的 にばらつきがあり、

地 域 や学 校 によって取 り組 みの差 が大 きいことなどが課 題 として指 摘 されて

いる。

他 方 、海 外 に目 を向 けると、欧 米 諸 国 を中 心 に、金 融 リテラシー教 育 がかな

り以 前 から 積 極 的 に推 進 され てきている。 特 にアメリカやイギリスで は、 金 融   

教 育 が公 教 育 の一 環 として制 度 化 され、初 等 教 育 から大 学 までの一 貫 した

教 育 プ ロ グ ラ ム が 整 備 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ア メ リ カ で は 「 Jump$tart 
Coalition（ ジャンプスタート個 人 金 融 教 育 連 盟 ） などの団 体 が、無 料 で利 用

できる教 材 を教 育 現 場 に提 供 し、金 融 教 育 の普 及 に寄 与 している。またイギリ

スでは、「 Money and Pensions Service」 が全 国 規 模 で金 融 教 育 の推 進 を

図 っており、子 どもたちが早 期 に基 本 的 な金 融 知 識 を習 得 できる環 境 が整 え

られている（ 栗 原 2023） 。

このよ うに、 海 外 におい て は金 融 リ テラ シー 教 育 が 制 度 的 に成 熟 し てい る  

一 方 で、日 本 の金 融 リテラシー教 育 はまだ発 展 途 上 にある。国 際 的 な潮 流 を

受 けて、日 本 でも金 融 教 育 の普 及 が進 められているものの、その内 容 や方 向

性 、実 際 の運 営 などについては改 善 の余 地 が多 いと考 えられる。

本 論 文 では、日 本 の金 融 リテラシー教 育 の現 状 と課 題 を検 証 していく。中 で

も、教 育 現 場 での教 師 の資 質 向 上 が金 融 教 育 の効 果 を高 めるための前 提 に

なると考 える。教 育 者 の資 質 向 上 は、金 融 教 育 の質 を高 め、生 徒 が実 際 に

社 会 で役 立 つ金 融 知 識 を身 につけるための重 要 な前 提 である。教 師 自 身 が

金 融 リテラシーを十 分 に理 解 し、効 果 的 に指 導 できるようになることが求 められ

ているが、しかし現 状 では、教 育 業 務 の過 剰 負 担 などを理 由 として、そのため

の 研 修 や 支 援 が 十 分 に 行 わ れ て い な い こ と が 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 通 じ て    

明 らかになった。今 後 、教 育 カリキュラムの整 備 や教 師 の研 修 体 制 の強 化 を

通 じて、より実 効 性 のある金 融 教 育 が求 められている。その改 善 の可 能 性 を、

本 論 文 で検 討 していきたい。

１．金融リテラシーとは：概念的検討

戦 前 の「 大 不 況 」 以 来 、米 国 では、伝 統 的 に個 人 が自 分 のお金 を管 理 する

方 法 を学 ぶことの重 要 性 が当 然 視 されている。その歴 史 の中 でも、「 金 融 リテラ
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シー」 という用 語 の登 場 は比 較 的 最 近 である。金 融 リテラシーは、米 国 の一 般

的 な報 道 や学 術 文 献 に 1990 年 代 後 半 から 2000 年 代 初 頭 にかけて登 場 し

始 めたとされる（ Faulkner 2015） 。この用 語 は 2000 年 代 に米 国 で本 格 的 に

広 まり、いくつかの革 新 的 な行 政 の取 り組 みとの連 動 で注 目 を集 めるようになっ

た（ 中 江 2012） 。例 えば、全 国 的 な金 融 教 育 キャンペーン（ マネースマート）

や、米 国 金 融 リテラシー教 育 委 員 会 （ Financial Literacy and Education 
Commission, FLEC） の創 設 （ 2003 年 ） などがその契 機 として挙 げられる。

こ れ ら に 続 き 、 2010 年 に は 、 大 統 領 の 金 融 リ テ ラ シ ー 諮 問 委 員 会

（ President's Advisory Council  on Financial Literacy, PACFL ） が  

設 立 された。PACFL は、Jump$tart Coalition の定 義 に基 づいて、金 融   

リテラシーを「 知 識 と技 能 を使 用 して、生 涯 にわたって財 務 的 な幸 福 を維 持 す

る ために金 融 資 源 を効 果 的 に管 理 する能 力 」 と定 義 した。より正 確 に言 えば、

金 融 リテラシーと金 融 教 育 を区 別 し、金 融 教 育 を次 のように定 義 している。

「 人 々 が 金 融 商 品 、 サ ー ビ ス 、 概 念 の 理 解 を 深 め る 過 程 で あ る 。  

それにより、情 報 に基 づいた選 択 を行 い、落 とし穴 を避 け、助 けを

求 める場 所 を知 り、現 在 および長 期 的 な金 融 的 幸 福 を向 上 させる

ための代 替 的 な行 動 を取 ることができるようになる。」 (PACFL 2008)

国 際 機 関 レベルでも、2000 年 代 に金 融 リテラシーに関 する議 論 や定 義 が

現 れ始 めた。経 済 協 力 開 発 機 構 （ OECD） は、2005 年 に金 融 リテラシーを

以 下 のように定 義 している。

「 金 融 消 費 者 や投 資 家 が金 融 商 品 やその概 念 の理 解 を深 め、

情 報 提 供 、教 育 、または客 観 的 なアドバイスを通 じて、金 融 リスクや

機 会 をより正 しく認 識 し、情 報 に基 づいた選 択 を行 い、助 けを求 め

る場 所 を知 り、金 融 的 な幸 福 を改 善 するための代 替 的 で効 果 的 な

行 動 を取 るための技 能 と自 信 を身 につける過 程 。」 (OECD 2005)

今 日 の 定 義 で は、 金 融 リテ ラ シ ー は「 健 全 な 金 融 判 断 を 行 い 、 最 終 的 に   
個 人 の財 務 的 な幸 福 を達 成 するために必 要 な金 融 意 識 、知 識 、技 能 、態 度 、

行 動 の組 み合 わせ」 とされている(OECD 2020b)。
Nicolini（ 2019） は、学 術 文 献 における「 金 融 リテラシー」 という用 語 の発 展

を追 跡 し、Noctor ら（ 1992） の定 義 —「 情 報 に基 づいた判 断 を行 い、金 銭 の

使 用 と管 理 に関 して効 果 的 な決 定 を下 す能 力 」 —を初 期 のものとして挙 げて

いる。Nicolini は、金 融 リ テラ シー を「 金 融 に関 する 問 題 の 知 識 と 、 それを  

金 融 に 関 する意 思 決 定 過 程 に 適 用 する 能 力 とし て 、情 報 源 、 金 融 商 品 や  

サービスの機 能 、金 融 仲 介 業 者 、金 融 市 場 の理 解 を含 む」 と定 義 し、関 連   
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する用 語 である「 金 融 能 力 financial capability」 と区 別 している。彼 は金 融

能 力 を「 人 々が実 際 に直 面 する金 融 問 題 において、金 融 リテラシーを特 定 の

シナリオに適 用 する能 力 」 と定 義 している。ニュージーランド金 融 能 力 委 員 会

(2020)も、金 融 能 力 という言 葉 を使 っており、この用 語 を「 私 たちが今 と未 来 に

おいて利 益 をもたらす方 法 でお金 を使 い、管 理 するために賢 明 な判 断 を下 す

自 信 を持 ち、私 たちの目 標 を達 成 し、家 族 を支 え、最 終 的 に良 好 な財 務 状 態

で退 職 を迎 えることができる」 能 力 と定 義 している。

このように、金 融 リテラシーという用 語 が段 階 的 に使 用 され始 めた頃 から、この

用 語 の意 味 や含 意 、範 囲 などについての活 発 な議 論 が行 われてきた。これは、

他 の分 野 が類 似 の用 語 を採 用 しようとして浸 透 しなかったケースと対 照 的 で

ある。例 えば、経 済 学 の分 野 では、1977 年 に「 経 済 リテラシー」 を測 定 する  

テストが作 成 されたが（ Soper & Brenneke 1981） 、この用 語 の意 味 を厳 密 に

定 義 しようとする文 献 的 証 拠 は見 られない。

Bedi ら(2019)は、Huston（ 2010） や Remund（ 2010） を含 む 14 の金 融   

リテラシーの定 義 に関 する書 誌 学 的 計 量 分 析 を行 った。彼 らは Scopus データ

ベース（ 管 理 、組 織 、社 会 科 学 の査 読 付 きジャーナルを含 む） を使 用 して、

1964 年 から 2017 年 に発 表 された金 融 リテラシーに関 連 する論 文 のタイトル、

要 約 、ま たはキーワ ードに対 して 、「 金 融 リテラシー」 という キーワー ド検 索 を  

実 施 した。その結 果 、これを用 いた論 文 数 が 2003 年 に、前 年 の 14 件 から  

29 件 に倍 増 したことがわかった。著 者 らは、2003 年 以 降 の出 版 物 の増 加 を  

「 指 数 関 数 的 増 加 」 と表 現 し、2017 年 には 330 件 の論 文 が発 表 されたこと

を発 見 した。金 融 リテラシーに関 する論 文 の大 部 分 は米 国 の大 学 の研 究 者 に

よって執 筆 されているが（ 842 件 ） 、イギリス、オーストラリア、インドの研 究 者 も

重 要 な貢 献 をしていると報 告 されている（ Bedi et al  2019)。
このように、爆 発 的 に増 加 した論 文 がそれぞれ独 自 にこの用 語 を使 用 して

いることもあり、金 融 リテラシーの定 義 について共 通 のコンセンサスを探 すのは

困 難 である。OECD/INFE（ 国 際 金 融 教 育 ネットワーク） は、金 融 リテラシーを

「 健 全 な財 務 判 断 を行 い、最 終 的 に独 立 した財 務 的 幸 福 を実 現 するために

必 要 な意 識 、知 識 、技 能 、態 度 、行 動 の組 み合 わせ」 と定 義 している（ 2011, 
3 ） 。 米 国 消 費 者 金 融 保 護 局 （ CFPB 2018 ） は 、 金 融 的 幸 福 (financial  
well-being)という用 語 （ 後 述 ） に焦 点 を当 てているが、金 融 幸 福 と金 融 リテラ

シーの関 係 については明 確 にされていない。諸 外 国 においても、金 融 リテラシ

ーとそれに関 連 する概 念 の定 義 については、未 だ完 全 な一 致 を見 ていない

のが現 状 である。
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金融リテラシーの構成要素

興 味 深 いことに、金 融 リテラシーを対 象 とする多 くの論 文 の中 で、いくつかの

キーワードが共 通 に使 われ議 論 されている。これは、金 融 リテラシーを議 論 する

際 に含 まれるべき構 成 要 素 に、一 定 程 度 の共 通 の認 識 が存 在 していることを

示 唆 している。 以 下 では、代 表 的 な 概 念 を３ 点 ほ ど取 り 上 げ 、それ らと 金 融   

リテラシーとの関 連 性 を議 論 する。

(1) 知 識 (Knowledge)
金 融 リテラシーの定 義 について、共 通 したコンセンサスが得 られていないにも

かかわらず、金 融 リテラシーとは少 なくとも金 融 知 識 を意 味 する、あるいはそれ

を含 むものである、という考 えは、多 くの研 究 に共 通 している。Huston（ 2010）

は、 研 究 者 や その 他 の 人 々が 学 術 文 献 や 一 般 メ デ ィア で 金 融 リ テ ラ シ ーと  

金 融 知 識 という用 語 をしばしば 同 義 的 に 使 用 し ていると指 摘 して おり、 その  

傾 向 が継 続 し ている とす る。 Remund（ 2010 ） は、 予 算 編 成 、貯 蓄 、 借 入 、

投 資 な どの 行 為 に 、 金 融 知 識 が 不 可 欠 であ るこ とを 示 唆 し た 。Lusardi  & 
Mitchell（ 2007 ） の定 義 は、成 人 にとっ て重 要 な金 融 知 識 は、金 融 計 画 、

資 産 の蓄 積 、債 務 、年 金 に関 する知 識 に限 定 される、ということを示 している。

同 じく Lusardi（ 2015 ） は、国 際 学 生 評 価 プロ グラム （ PISA ） の金 融 リテ ラ  

シー評 価 を説 明 する中 で、15 歳 の若 者 にとって重 要 な金 融 知 識 が何 であるか

を詳 細 に分 析 した。この評 価 で使 用 された 43 の項 目 は、4 つの内 容 領 域 （ お

金 と取 引 、計 画 と財 務 管 理 、リスクと報 酬 、金 融 の風 景 ） 、4 つのプロセス分 類

（ 金 融 情 報 の特 定 、金 融 の文 脈 での情 報 分 析 、金 融 問 題 の評 価 、金 融 知 識

と理 解 の応 用 ） 、 および知 識 、スキル、 理 解 が適 用 される 4 つの状 況 分 類   

（ 教 育 と仕 事 、家 庭 と家 族 、個 人 、社 会 ） を基 に行 われている。

他 の研 究 では、金 融 知 識 の包 括 的 な定 義 を作 成 することの難 しさを認 め、

特 定 の金 融 知 識 の分 野 の重 要 性 に焦 点 を当 てている。例 えば、以 下 のような

リテラシー群 が取 り上 げられている。

・ 債 務 (Idris et al. 2018;  Lusardi & Tufano 2014; van Ooijen & 
   van Rooij, 2016） および信 用 リテラシー（ Courchane et al. 2008）

・ 保 険 リテラシー（ Cucinelli et al. 2021; McCormack et al. 2009; 
   Tennyson 2011）

・ 投 資 リテラシー（ Mahdzan et al.  2020; Volpe et al. 1996; van Rooij 
   et al. 2011）

・ 税 リテラシー（ Kamaluddin & Madi 2005; Nichita et al. 2019）

いずれにしても、金 融 知 識 が金 融 リテラシーの重 要 な構 成 要 素 であることが

共 通 の含 意 とされる。
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(2) 数 値 力 (Numeracy)
金 融 リテラシーに関 する議 論 には、頻 繁 に数 値 力 への言 及 が含 まれている。

一 部 の著 者 は、数 値 力 を金 融 リテラシー に不 可 欠 な構 成 要 素 として捉 えて

いる。例 えば、Peters et al. (2006, 407)は、「 現 実 の世 界 で良 い意 思 決 定 を

行 う に は 、 あ る 程 度 の 数 的 能 力 が 必 要 で あ る 」 と し て い る 。 Lusardi & 
Mitchell（ 2007） が用 いる「 金 融 リテラシー」 で広 く受 け入 れられている測 定

基 準 には、数 的 能 力 を測 定 するものが含 まれている。

数 的 能 力 と金 融 リテラシーの関 係 に関 する研 究 として、例 えば Almenberg 
& Widmark（ 2011） は、数 的 能 力 を金 融 リテラシーを支 える認 知 能 力 として

説 明 し 、 金 融 リ テ ラ シ ー は数 的 能 力 や 知 識 に 基 づ い て い る と 述 べ て い る 。

Banks & Oldfield（ 2007） 、Gustmanet al. (2012） 、および Skagerlund 
et al .（ 2018） も、数 的 能 力 を認 知 能 力 とみなしている。これらから明 らかなよう

に、数 的 能 力 は、金 融 リテラシー向 上 に不 可 欠 の要 素 であることが共 通 認 識 と

なっている。

(3) 態 度 と行 動 (Attitude and Behaviors)
金 融 リテラシーは、態 度 や行 動 を含 む多 次 元 的 な概 念 として定 義 されること

が多 い。しかし、どのような態 度 や行 動 が金 融 行 動 と関 連 しているかを特 定 しよ

うとした研 究 は限 定 的 である。既 存 の研 究 の中 には、態 度 が金 融 リテラシーに

与 える影 響 を調 査 したものがある（ Furnham 2019; Norvilitis et al. 2006） 。

また、金 融 リテラシーが行 動 に与 える影 響 を調 べる研 究 （ e.g. Fernandes et 
al. 2014） や、金 融 行 動 が金 融 知 識 に影 響 を与 えるかどうかを検 証 する研 究

も多 く公 表 されている（ e.g.   Frijns et al.  2014） 。

OECD/INFE 2020 年 国 際 成 人 金 融 リテラシー調 査 （ OECD 2020a） は、

金 融 リテラシーを、金 融 知 識 、態 度 、および行 動 に関 連 付 けて評 価 している。

この報 告 書 の中 で金 融 知 識 は、金 銭 の時 間 価 値 、ローンにかかる利 息 、単 利

と複 利 、リスク対 リターン、インフレ、およびリスク分 散 に関 する知 識 に基 づいて

測 定 されている。金 融 態 度 は、個 人 の支 出 対 貯 蓄 の選 好 、そして短 期 的 な

視 点 と長 期 的 な視 点 の両 方 に基 づいて評 価 された。5 項 目 の回 答 の合 計 で

構 成 された 0 から 5 の金 融 態 度 スコアは、支 出 よりも貯 蓄 を好 む人 々や長 期

的 な視 点 を持 つ人 々に、より多 くのポイントを与 えるものであった。金 融 行 動

スコアは、貯 蓄 と長 期 的 な計 画 、慎 重 な購 入 、そして現 金 の流 れを把 握 する

ことを評 価 するための 9 項 目 で構 成 されている。3 つのスコア（ 知 識 、行 動 、  

および態 度 ） の合 計 が金 融 リテラシースコアとして計 測 されている。その結 果 と

して、例 えば、各 種 行 動 バイアスの影 響 （ 例 ： 金 融 知 識 があっても、損 失 回 避

傾 向 、近 視 眼 的 行 動 バイアス、横 並 び行 動 バイアスなどの行 動 バイアスによっ

て、不 合 理 な判 断 ・ 行 動 を選 択 してしまう可 能 性 ） 、金 融 教 育 の効 果 の限 定

性 （ 例 ： 貯 蓄 や予 算 管 理 などの分 野 には好 影 響 があるが、借 金 や債 務 管 理 に
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は影 響 が乏 しい） などの関 係 が明 らかにされている。

最 近 の 研 究 で は 、 金 融 リ テ ラ シ ー を 多 次 元 的 に 定 義 す る も の が あ る 。

Kadoya & Khan （ 2020 ） は、金 融 リテラ シーを知 識 、 態 度 、および 行 動 で  

構 成 されるものとして定 義 し、日 本 人 を対 象 にこの３ つの構 成 要 素 の関 連 性 を

多 元 的 に測 定 した。この時 、３ つの個 別 の構 成 要 素 の値 を平 均 化 することで

複 合 測 定 を作 成 した。彼 らの結 果 は、より洗 練 されたこのアプローチが、この

概 念 のより厳 密 な理 解 を提 供 することを示 唆 している。18 歳 から 79 歳 までの

25,000 人 の日 本 人 を対 象 としたデータを使 用 して、例 えば、高 学 歴 、あるいは

所 得 が高 い人 ほど、金 融 知 識 のスコアが高 く、金 融 行 動 も良 好 な傾 向 を示 す

ことや、金 融 満 足 度 が高 い人 ほど、金 融 行 動 と金 融 態 度 のスコアが高 い傾 向

などを確 認 した。また、男 性 は女 性 よりも金 融 知 識 が豊 富 である一 方 で、女 性

は男 性 よりもよりポジティブな金 融 行 動 と態 度 を持 っていることが示 された。彼 ら

の研 究 は、これまでの多 くの研 究 が単 純 に男 性 が女 性 よりも金 融 リテラシーが

高 いと結 論 づけていたのとは異 なり、性 別 に基 づく違 いをより詳 細 な要 素 から

理 解 することを可 能 にしている。

以 上 のように、金 融 リテラシーには多 くの構 成 要 素 が含 まれており、分 析 目 的

や効 果 、政 策 課 題 に応 じて、その中 のどれに着 目 するかが異 なる。このような

多 元 性 への着 目 は、金 融 リテラシー研 究 が発 展 してきたことの一 つの成 果 と

言 っても良 いであろう。

金融リテラシーに関連する諸概念

金 融 リ テ ラ シ ー の 概 念 が 浸 透 するに つれ 、 こ れ に 関 連 す る 特 有 な 概 念 が  

出 現 し、金 融 リテラシー研 究 の厚 みを増 強 させるようになっている。以 下 では、

それらの概 念 に関 連 した研 究 成 果 のいくつかを紹 介 する。

(1) 金 融 脆 弱 性 Financial Fragility 
金 融 脆 弱 性 とは、外 部 からのショックや内 部 の不 均 衡 に対 して、個 人 や金 融

システム、経 済 全 体 が脆 く、容 易 に損 害 を受 けやすい状 態 を意 味 する。その

原 因 やメカニズムを理 解 することで、個 人 や組 織 が直 面 する可 能 性 のある金 融

リスクをより適 切 に認 識 できるようになる。したがってこの概 念 は、金 融 リテラシー

教 育 に含 まれるべき対 象 となる。

Lusardi et al.（ 2011） は、米 国 における金 融 脆 弱 性 を評 価 し、それを「 緊

急 時 にどのような手 段 からでも資 金 を調 達 できる能 力 」 、特 に「 30 日 以 内 に

2000 ドルを調 達 できる能 力 」 として操 作 的 に定 義 した。この定 義 によれば、

2009 年 の米 国 世 帯 の 28％ が金 融 的 に脆 弱 であったとされている。同 じ研 究

の中 で、欧 米 諸 国 の中 で金 融 脆 弱 性 が高 い国 群 は米 国 、イギリス、ドイツで

あり、他 方 、カナダ、オランダ、イタリアではそれが低 いと報 告 されている。
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Cavalletti et al.  (2020)は、金 融 脆 弱 性 の定 義 が共 通 認 識 に至 っていな

い点 を指 摘 している。彼 らの例 によると、これを単 純 に金 融 債 務 を返 済 できな

いこととする定 義 や（ Jappelli & Pagano 2002; Jappelli et al. 2010） 、  

あるいは身 近 な生 活 の例 として、家 族 や友 人 との食 事 などの基 本 的 な社 会

活 動 に 参 加 で き な い 定 義 （ Worthington 2006 ） を 紹 介 し て い る 。 さ ら に

Anderloni  et al.（ 2012） および McCarthy（ 2011） による定 義 では、予 算 を

均 衡 さ せ る こ と が で き な い 浪 費 的 行 動 が 含 ま れ て い る 。 結 論 と し て 、

Cavalletti らは、金 融 脆 弱 性 を「 消 費 者 信 用 が日 常 の消 費 ニーズを賄 うため

に使 用 され、通 常 の生 活 に必 要 な流 動 性 が不 足 している状 態 」 とし て操 作

可 能 な定 義 を提 示 している。

(2) 金 融 包 摂 Financial Inclusion
金 融 包 摂 とは、すべての個 人 や企 業 が適 切 で手 頃 な価 格 の金 融 サービスに

アクセスし、それらを効 果 的 に利 用 できる状 態 を目 指 す概 念 である。モバイル

バンキングの普 及 、低 利 で借 りやすい融 資 機 会 の利 用 可 能 性 、などがこれに

含 まれる。金 融 サービスを円 滑 かつ効 果 的 に利 用 し金 融 包 摂 を実 現 するため

には、 適 切 な 金 融 知 識 と 判 断 力 が 必 要 で あり 、 個 々 人 の 金 融 リテ ラ シ ーの  

向 上 が不 可 欠 とされる。

世 界 銀 行 は、2011 年 から３ 年 ごとに、148 の経 済 圏 における成 人 の貯 蓄 、

借 入 、支 払 い、リスク管 理 を評 価 するために「 Global Financial Inclusion
（ Global Findex） データベース」 を作 成 している（ World Bank 2021） 。世 界

銀 行 は、金 融 包 摂 を「 個 人 および企 業 が、自 分 たちのニーズに合 った有 用 で

手 頃 な金 融 商 品 やサービス（ 取 引 、支 払 い、貯 蓄 、信 用 、保 険 ） にアクセスで

き、それが責 任 を持 って持 続 的 に提 供 されること」 と定 義 している。金 融 包 摂 に

関 す る 学 術 研 究 は、 主 に 開 発 経 済 学 の 分 野 で 進 展 し て おり 、 金 融 包 摂 の  

定 義 や 測 定 方 法 を 提 供 し て い る （ Sarma 2008; Sarma & Pais 2011;  
Cámara & Tuesta 2014） 。

(3) 金 融 レジリエンス Financial Resilience
金 融 レジリエンスとは、個 人 や世 帯 が予 期 せぬ金 融 ショックや経 済 的 困 難 に

直 面 した際 に、それらを乗 り越 え、回 復 する能 力 のことを指 す。そのためには、

適 切 な金 融 知 識 と判 断 力 が必 要 であり、この能 力 を獲 得 することは、言 うまで

もなく金 融 リテラシー教 育 の目 的 の一 つに他 ならない。金 融 レジリエンスの向 上

は、個 人 の経 済 的 安 定 性 だけでなく、社 会 全 体 の経 済 的 安 定 性 にも寄 与 す

る た め 、 政 策 的 重 要 性 は 高 い 。 な お 、 上 で 説 明 し た 世 銀 Global Findex    

データベースでは、「 緊 急 時 に 1 か月 分 の生 活 費 を工 面 できるか」 という質 問

による金 融 レジリエンスの測 定 が含 まれている。

Salignac et al .（ 2019 ） は、金 融 レジリエンスを「 人 々が不 利 な金 融 事 象
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から立 ち直 る方 法 と、それに頼 るリソースや支 援 」 と定 義 している。Muir et al.
（ 2016） は、金 融 レジリエンスを「 金 融 的 な逆 境 において、内 的 能 力 や適 切 で

受 け入 れ可 能 な外 部 のリソースや支 援 にアクセスし、それを利 用 する能 力 」 と

説 明 している。ここで言 うリソースは、個 人 のニーズに適 している場 合 に適 切 で

あり、受 け入 れ可 能 であれば、それが使 用 されるべきであるとされている。金 融

レジリエンスを支 援 するために提 供 されるリソースは、人 々がそれを得 られるか

どうかにかかっている、と述 べられている。彼 らは金 融 リテラシーを、レジリエンス

を高 めることができる内 部 リソースの一 部 として説 明 している。これは、Finney
（ 2016） の解 釈 と同 一 と考 えられる。

(4) 金 融 的 な幸 福 Financial Well-being
個 人 が、現 在 および将 来 の経 済 的 安 定 や財 政 的 目 標 を達 成 できるという

感 覚 を持 ち、その結 果 として得 られる精 神 的 および物 質 的 な安 心 感 を指 す

概 念 が、金 融 的 幸 福 である。これには、単 に金 銭 的 な資 産 を持 つことにとどま

らず、持 続 的 に安 定 した経 済 的 状 況 を保 ち、自 分 の生 活 や計 画 を管 理 できる

感 覚 を持 つことも 含 まれ ている。お 金 に関 する不 安 から 解 放 され 、充 実 した  

人 生 を送 るには、月 々の家 計 管 理 や貯 蓄 、住 宅 ローン返 済 計 画 、予 備 資 金

確 保 、夢 や目 標 実 現 のためのライフプラン設 計 など、金 融 リテラシー教 育 の中

で取 り上 げられる項 目 が多 く含 まれる。とは言 え、金 銭 的 な豊 かさが、必 ずしも

個 人 の幸 福 の増 大 と同 一 ではないケースが近 年 増 加 しており、逆 に、金 銭 的

には必 ずしも裕 福 ではなくても、幸 せを実 感 できる生 き方 は存 在 する。このよう

に、個 々人 の選 好 や環 境 に応 じて、望 まれる金 融 的 達 成 度 も異 なっており、

幸 福 度 を最 大 にする金 融 リテラシー 像 、 と求 められる金 融 リテラシー教 育 が

異 なってくる（ CFPB 2015） 。幸 福 度 を構 成 する変 数 、尺 度 の吟 味 も、金 融 的

幸 福 の研 究 の一 部 となっている。

過 去 数 十 年 にわたり、研 究 者 たちは金 融 的 幸 福 のモデルの構 築 を模 索 して

きた。例 えば、Porter & Garman（ 1993） は、金 融 的 な幸 福 が個 人 の特 性 、

客 観 的 な属 性 （ 金 融 状 況 と行 動 の定 量 的 指 標 ） 、知 覚 された属 性 （ 自 分 の

金 融 状 況 をどのように認 識 するか） などの基 準 から、自 身 の金 融 状 況 を自 己

評 価 する影 響 を受 けるとしている。Prawitz et al. （ 2006） は、金 融 的 なストレ

スと金 融 的 な幸 福 を連 続 体 として捉 えた「 金 融 的 ストレス/金 融 的 幸 福 尺 度 」 を

開 発 した。Brüggen et al.  （ 2017） によれば、過 去 の研 究 の中 には、金 融 的

な幸 福 を客 観 的 および主 観 的 な特 性 を使 用 して定 義 または測 定 している研 究

や 、 い ず れ か 一 方 の 特 性 だ け を 使 用 し て い る 研 究 が あ る と 報 告 し て い る 。

Brüggen ら自 身 は、金 融 的 な幸 福 を「 現 在 および予 想 される生 活 水 準 と金 融

の自 由 を維 持 できるという認 識 」 と定 義 している（ p.229） 。Netemeyer et al .  
（ 2018） の研 究 では、金 融 的 な幸 福 を現 在 と将 来 の両 方 の側 面 を持 つ主 観

的 な構 成 と定 義 し、これらの側 面 は関 連 しているが異 なるものであると報 告 して
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いる。彼 らは、金 融 領 域 が全 体 的 な幸 福 に対 する変 動 を、他 の三 つの領 域

（ 関 係 、 仕 事 、 健 康 ） と 同 程 度 の 重 要 性 が あ る と 説 明 し て い る 。 Warmath
（ 2022） は、金 融 的 な幸 福 を「 個 人 が自 分 の客 観 的 な金 融 状 況 について行 う

本 質 的 に主 観 的 な評 価 」 と定 義 し、金 融 リテラシーを金 融 的 な幸 福 のレンズを

通 して見 ることが、金 融 生 活 領 域 の理 解 を提 供 する機 会 を与 えると示 唆 して

いる。CFPB は、金 融 的 な幸 福 の定 義 を導 き出 し、尺 度 を検 証 し、ベースライ

ン評 価 を完 了 するために 6 年 間 の研 究 を開 始 した。ここでの定 義 は、現 在 と

将 来 の状 況 の両 方 を考 慮 している。彼 らが作 成 した金 融 的 幸 福 を測 定 する

尺 度 は、 5 段 階 の リ ッカ ー ト 尺 度 で 評 価 さ れ る 10 項 目 で 構 成 さ れ て い る

（ CFPB 2015, 2018） 。

金融リテラシー概念をめぐって：まとめ

「 金 融 リテラシー」 という用 語 は 1990 年 代 にはすでに登 場 しており、Google 
Scholar での検 索 結 果 には 240 万 件 の結 果 が表 示 される。しかし、上 で概 観

したように、この用 語 の定 義 については、現 在 でも共 通 したコンセンサスが得 ら

れていない。例 えば、Lusardi & Mitchell (2014)の研 究 成 果 は多 くの研 究

で頻 繁 に引 用 されているが、彼 らは金 融 リテラシーの定 義 を一 つに固 定 せず、

むしろその多 面 性 や複 雑 性 を認 識 し、コンテキストに応 じて柔 軟 に解 釈 し使 い

分 ける姿 勢 を取 っている。その理 由 として、例 えば、金 融 リテラシーの定 義 が

時 間 とともに進 化 してきており、初 期 の研 究 では単 純 に「 金 融 知 識 」 とされた

ものが、後 の研 究 ではより広 範 な概 念 とし て捉 えられる ようになってきた点 を  

指 摘 している。 また 、その定 義 が、研 究 のコンテキストや 目 的 によって 変 わり  

得 ることがあり、例 えば、退 職 計 画 に関 する研 究 と日 常 的 な金 融 意 思 決 定 に

関 する研 究 では、対 象 となる金 融 リテラシーの側 面 が異 なる場 合 がある。これ

は、金 融 リテラシー研 究 の多 面 性 や発 展 の多 段 階 性 を反 映 したものであり、

今 後 の研 究 によってさらに精 緻 化 され、分 化 していく可 能 性 も示 唆 している。

このように、金 融 リテラシーの定 義 が、時 間 の経 過 や研 究 対 象 の推 移 とともに

変 化 しても、何 ら不 思 議 ではない。絶 えず変 化 する市 場 が研 究 対 象 であるから

こそ、金 融 リテラシーに必 要 とされる内 容 や理 解 が変 わるためである。さらに、

金 融 リテラシーに対 する関 心 や注 目 点 が変 わり、将 来 的 には金 融 能 力 や金 融

的 幸 福 などが金 融 リテラシーの主 要 項 目 に浮 上 する可 能 性 もある。金 融 リテラ

シーという用 語 は多 義 的 かつコンテクスト依 存 的 であり、その使 用 にあたっては

文 脈 と使 用 目 的 を十 分 に考 慮 する必 要 がある。また、異 なる場 面 で別 の意 味

合 いを持 つことから、使 用 する際 には必 ずその前 後 関 係 を明 確 にし、具 体 的

な定 義 を明 示 した上 で言 及 することが重 要 である。定 義 の曖 昧 さが誤 解 を招 く

可 能 性 があるため、学 術 的 な議 論 においては特 に慎 重 な取 り扱 いが必 要 と

されることが分 かる。
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２．学校教育における金融リテラシー

金 融 リテラシー分 野 の研 究 の進 展 は著 しく、研 究 成 果 の中 でも、若 者 への

金 融 教 育 の必 要 性 がますます強 調 されている。これまでの研 究 の一 部 には、

前 節 で概 観 したように、金 融 リテラシーのいくつかの指 標 や定 義 に焦 点 を当 て

るものが見 られたが、このようなさまざまな定 義 を確 認 した上 で、この節 では、

若 者 の 金 融 リ テ ラ シー を 向 上 させ るこ と を目 的 と し た 欧 米 の 金 融 リテ ラ シ ー  

教 育 、特 に学 校 での金 融 教 育 に関 する研 究 成 果 を概 観 する。

金融リテラシー教育は効果的か

金 融 教 育 が金 融 行 動 を変 える上 でどれ だけの効 果 を持 つかについては、

様 々な研 究 結 果 が報 告 されており、ここでも一 般 的 なコンセンサスは得 られて

いない。例 えば、金 融 教 育 のコースを受 講 した学 生 が、受 講 していない学 生

よりも必 ずしも金 融 リテラシーが高 いとは限 らない、との研 究 結 果 も得 られている

（ Fernandes et al. 2014; Kaiser 2020; Mandell 2008; Mandell & Klein 
2009)。

Gale & Levine (2010)は、金 融 リテラシーを向 上 させるための多 くのアプ  

ローチの一 つとし て、 学 校 での 金 融 教 育 の重 要 性 を 認 めたが、 それ 独 自 の

強 い 影 響 を 示 す 根 拠 は得 ら れ な かっ たと 報 告 し ている 。Willis (2009) は、  

消 費 者 が金 融 の専 門 家 になる可 能 性 は低 いため、金 融 教 育 よりも政 府 による

消 費 者 保 護 により重 点 を置 くべきだと主 張 している。その他 の要 因 としては、

金 融 意 思 決 定 における圧 倒 的 な情 報 量 の必 要 性 や認 知 バイアスの存 在 、

個 人 的 および感 情 的 なトリガーが、金 融 教 育 の効 果 を無 効 にする可 能 性 が

ある点 が示 唆 されている（ Alsemgeest 2015; Willis 2009） 。ミルトン・ フリー

ドマンの指 摘 にもあるように、水 泳 選 手 が物 理 学 の流 体 力 学 の専 門 家 である

必 要 がないことと同 じように、試 行 錯 誤 を通 じて最 適 に行 動 する方 法 を学 ぶ

ことができれば、一 人 一 人 が金 融 メカニズ ムの専 門 家 である 必 要 はないとも  

考 えられる（ Friedman 1953, Hastings et al. 2012） 。Hilgert & Hogarth 
(2003) のインタビュー研 究 によれば、友 人 や家 族 からの影 響 や 正 式 な金 融

教 育 よりも、様 々な個 人 的 経 験 が重 要 な学 習 源 であると答 える回 答 者 が過 半

であったと報 告 されている。

これらの結 果 にもかかわらず、多 くの研 究 者 や政 策 立 案 者 の間 では、学 生 は

幼 稚 園 のような早 い段 階 からでも、学 校 のような公 の場 で何 らかの形 の金 融

教 育 から利 益 を得 るという合 意 が存 在 している（ Bhattacharya et al. 2016;  
Kasman 2018; Cordray 2013; Lusardi 2019; Walstad et al. 2010;  
Yates & Ward 2011） 。学 生 が早 期 の段 階 で金 融 教 育 を提 供 を受 けることは
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人 的 資 本 への投 資 と見 なされ、それは成 人 期 の金 融 的 幸 福 のための基 盤 を

築 くものである。元 連 邦 準 備 制 度 理 事 会 議 長 アラン・ グリーンスパンは、「 初 等

教 育 および中 等 教 育 レベルでの基 本 的 な金 融 リテラシーの向 上 は、若 者 が

不 適 切 な金 融 意 思 決 定 をするのを防 ぐための基 盤 を提 供 する」 とも述 べている

（ Greenspan 2005） 。

子 供 たちは、まず家 の中 で、家 族 からお金 について学 ぶのが一 般 的 である。

しか し、 家 庭 での学 びが 必 ず しも 良 い 金 融 行 動 を 教 える と は限 らない という  

懸 念 がある。これを補 完 する意 味 で、学 校 教 育 の場 で金 融 教 育 を提 供 する

ことが、将 来 的 に良 質 な金 融 行 動 を身 につけるための知 識 を学 生 に提 供 する

可 能 性 を持 つとされる（ Hill & Meszaros 2011; Lusardi 2010; Urban et 
al. 2018)。中 でも大 学 進 学 を選 択 しない学 生 にとっては、高 校 での金 融 教 育

は有 益 なものとなる（ Walstad et al. 2016) 。また、経 済 危 機 の時 期 やその

後 の時 期 には、学 校 で受 けた金 融 教 育 の重 要 性 が一 層 高 まる（ Hite et al .  
2011） 。

消 費 者 金 融 の分 野 では、金 融 的 幸 福 を達 成 する手 段 として、金 融 知 識 の

向 上 に大 きく焦 点 を当 ててきた。例 えば、人 々が複 利 をよりよく理 解 すれば、

退 職 貯 蓄 への投 資 が増 え、給 料 日 前 のローンを避 けることができ、その結 果 、

より確 実 な金 融 的 安 定 へと向 かうだろうと考 えられていた。しかし、金 融 教 育 と

金 融 的 幸 福 の関 連 性 は限 定 的 であることが、多 くの研 究 によって示 されている

（ Cole et al. 2016, Fernandes et al. 2016） 。

これらの研 究 の結 論 は、 必 ずしも金 融 知 識 が重 要 ではないというものでは  

ないが、金 融 知 識 だけでは十 分 ではないということを意 味 している。これまでの

研 究 成 果 によれば、少 なくとも以 下 の諸 条 件 が満 足 された場 合 に、金 融 知 識

が効 果 的 になると示 唆 されている。

  (1) 金 融 目 標 を設 定 し、それを達 成 するための計 画 を立 て、それを遵 守

    する能 力 と組 み合 わされているとき（ Carpena et al . 2019, Lusardi &
    Mitchell 2007）

  (2) 個 人 の信 念 と一 致 しているとき（ Carpena & Zia 2020）

  (3) 知 識 を活 用 するための自 己 効 力 感 と一 致 しているとき（ Farrell et al.  
     2016） 。

金 融 的 幸 福 を達 成 するために成 人 段 階 で必 要 とされるスキルや能 力 を、どの

ようにして子 供 時 代 から段 階 的 、効 果 的 に育 むかを、以 下 で考 察 する。認 知

心 理 学 および発 達 心 理 学 を基 にして、金 融 教 育 がいつ、どう子 供 たちに伝 え

ら れるべき かに つい て洞 察 を 得 る 。 子 供 たち や 若 者 が学 ぶべ きこ と、 彼 らに  

とって最 適 な学 びの環 境 が整 っている時 期 、そして子 供 たちや家 族 の生 活 に

おいてどの段 階 でどのようなやり取 りが展 開 されるかという全 体 像 を組 み合 わせ

ることで、プログラム提 供 者 、研 究 者 、およびその他 の関 係 者 に、生 涯 にわたっ

ての金 融 的 幸 福 を達 成 するための教 育 課 程 を構 築 する道 筋 を考 察 する。
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小・中学校、および家庭における金融教育の意義

アジェンの計 画 行 動 理 論 によれば、人 々は自 分 にとって価 値 があり、他 者 の

目 に良 く映 ると信 じ、成 功 する可 能 性 が高 いと信 じている行 動 に従 事 する傾 向

がある（ Ajzen 1991） 。成 人 に金 融 的 幸 福 をもたらす行 動 、例 えば貯 蓄 、将 来

の金 融 計 画 、請 求 書 の管 理 などを優 先 させるためには、これらの行 動 に価 値

を覚 えることが前 提 になる。金 融 上 の価 値 観 は生 涯 を通 じて通 貫 されるが、

子 供 たちが小 学 校 および中 学 校 に通 う時 期 にこれらの信 念 がどう育 成 される

かについて考 察 する必 要 がある。この時 期 の子 供 たちは、基 礎 となる数 学 的

素 養 や将 来 的 時 間 を含 む金 融 概 念 （ 貯 蓄 や借 金 など） を理 解 するのに最 適

な年 齢 である（ Whitebread & Bingham 2013） 。また、この年 齢 では、親 が

子 供 た ちの 価 値 観 や 何 が 標 準 で あ る かと いう 感 覚 に 大 き な 影 響 を 与 える 。  

子 供 たちが思 春 期 に移 行 するにつれて、友 人 がより大 きな影 響 力 を持 つように

なる（ Smetana et al. 2015） 。さらに、金 融 教 育 は、公 教 育 の場 だけ行 われる

ものではなく、むしろ他 の機 会 の影 響 力 が大 きい場 合 もある。例 えばアメリカ

では、 家 族 の関 与 が含 まれる学 習 プロ グ ラム、宗 教 機 関 が提 供 する家 族 の

幸 福 を支 援 するプログラム、低 所 得 者 向 け住 宅 開 発 が提 供 する家 族 および

子 供 を支 援 するためのさまざまなプログラム、放 課 後 のプログラムなど、家 族 に

向 けた二 世 代 金 融 教 育 戦 略 を提 供 するためのいくつかのプラットフォームが

存 在 し、ここからの影 響 も無 視 できない。

家 族 の金 融 的 な考 え方 が子 供 たちにどのように伝 わるかについての研 究 は、

相 応 の蓄 積 がある。例 えば、Beutler & Dickinson (2007)の金 融 社 会 化 に

関 する文 献 レビューは、物 質 主 義 や金 融 の慎 重 さ、金 融 不 安 、お金 に関 する

満 足 の遅 延 能 力 （ 時 間 選 好 ） に関 する信 念 を子 供 たちに伝 える主 要 な役 割 を、

家 庭 が担 うことを示 している。若 年 成 人 の金 融 学 習 の予 測 因 子 に関 する研 究

では、親 の金 融 教 育 、ロールモデル、および行 動 が、大 学 1 年 生 の金 融 学 習 、

態 度 、および行 動 の予 測 因 子 として、仕 事 の経 験 や高 校 での金 融 教 育 よりも

強 力 であることを明 らかにしている（ Shim et al. 2010） 。Webley & Nyhus 
(2013)の研 究 では、親 が予 算 管 理 を教 え、貯 蓄 を奨 励 することが、子 供 たち

の支 出 を制 御 する能 力 、貯 蓄 の好 み、将 来 の志 向 、金 融 に関 する親 和 的 な

態 度 、 お よ び 貯 蓄 行 動 へ 影 響 を 与 え る こ と を 発 見 し た 。 Bucciol  & Zarri  
(2019) は、親 が 非 公 式 に貯 蓄 について 教 えることが、将 来 の志 向 性 、金 融

計 画 への傾 向 、および成 人 期 における満 足 の先 送 りと自 己 制 御 の能 力 を高 め

ることを示 した。以 上 のように、家 族 はさまざまな方 法 で子 供 たちの社 会 化 を

規 定 し、直 接 的 または間 接 的 に金 融 行 動 、知 識 、および信 念 を形 作 り、金 融

的 幸 福 感 情 の発 達 において重 要 な推 進 力 となることが分 かる。しかし、こ の

金 融 社 会 化 は必 ずしも 意 図 的 な もので はな く 、ま た 、 必 ずし も若 者 に とって  
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適 応 的 で有 益 であるとは限 らない。実 際 、小 学 校 および中 学 校 の子 供 を抱 え

る成 人 は、子 供 たちにお金 の管 理 に関 する重 要 なことを教 えているが、それは

多 分 に無 意 識 の所 作 であり、有 害 な影 響 も与 えうる。以 上 のことから、小 学 校

および中 学 校 の生 徒 を対 象 とした金 融 教 育 のあり方 として、児 童 本 人 ではなく、

彼 らの生 活 に関 与 する成 人 を主 な対 象 とし、健 全 なお金 の管 理 と将 来 の金 融

計 画 の重 要 性 を伝 えることに焦 点 を当 てることも推 奨 される（ Gudmunson & 
Danes 2011） 。

金融リテラシー教育における金融経験の重要性

子 供 の幼 年 期 には、家 庭 環 境 など学 校 以 外 の金 融 的 動 機 付 けの影 響 力 が

相 対 的 に強 いことは当 然 だが、思 春 期 に入 るにつれて大 人 の影 響 力 は薄 れ、

友 人 の役 割 がますます重 要 になってくる（ Smetana et al.  2015） 。成 長 する

につれて、青 年 は仕 事 とかかわるようになり、より多 額 の金 銭 を管 理 する機 会 が

多 くなる。18 歳 で成 人 に移 行 する頃 には、自 身 の名 義 のクレジットカードを  

持 つこと、給 料 日 前 ローンを利 用 すること、アパートの賃 貸 契 約 に署 名 すること、

そし て学 生 ロー ンを 利 用 す るこ と、 な どが 可 能 になる 。この よう な 状 況 の中 、  

学 校 や他 の機 関 を通 じた二 世 代 の枠 組 みでの家 庭 との関 わりの機 会 は減 少

していく。家 庭 に代 わるように、例 えばアメリカの 20 以 上 の州 では、公 立 高 校

の生 徒 に金 融 教 育 コースを受 講 させるか、金 融 教 育 の要 素 を含 む市 民 教 育

や経 済 学 のコースを受 講 させることを義 務 付 けている（ Council for Economic  
Education 2020 ） 。 このよ うに 、 高 校 生 に対 し て は、 金 融 的 事 実 や 知 識 を  

教 えるだけでなく、彼 らが既 に行 っている、または近 い将 来 行 う必 要 がある金 融

決 定 に関 連 するスキルや経 験 を実 践 する機 会 を提 供 できるような金 融 教 育   

クラスを提 供 することが推 奨 される。金 融 機 関 や商 品 にこれまであまり触 れて

こなかった人 口 集 団 の若 者 に対 して、彼 らの金 融 能 力 に対 する自 信 を育 む

ことも必 要 とされよう。

いくつかの研 究 によると、金 融 教 育 は金 融 知 識 を比 較 的 確 実 に向 上 させる

が（ Walstad et al. 2010） 、金 融 行 動 には限 定 的 な効 果 しか持 たないとされ

る（ Fernandes et al. 2014） 。金 融 教 育 が何 らかの金 融 決 定 の直 前 に提 供

される場 合 や、経 験 学 習 を組 み込 んだ金 融 教 育 が、最 も強 く金 融 行 動 に影 響

を与 えるとされる。例 えば、Walstad et al.  （ 2010） は、既 にクレジットカードを

持 っていた学 生 が、持 っていなかった学 生 よりも金 融 教 育 コースからより多 くの

知 識 を獲 得 することを示 した。これは、その金 融 情 報 が彼 らにとってより直 ちに

有 用 であったためである。いくつかの研 究 は、金 融 教 育 時 に貯 蓄 口 座 を併 せ

て 開 設 さ せ る 場 合 、 金 融 教 育 が よ り 効 果 的 で あ る こ と を 示 し て い る

（ Sherraden et al.  2011） 。My Classroom Economy というシミュレーション

を実 施 し たク ラ スで は、学 生 が 金 融 意 思 決 定 を実 践 す る機 会 が 提 供 さ れ 、  
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伝 統 的 な金 融 リテラシーコースと同 様 の効 果 を維 持 しながら、実 施 のための

準 備 は最 小 限 で済 んだことが報 告 されている（ Batty et al. 2020） 。最 後 に、

Peng et al. (2007)によれば、高 校 での金 融 教 育 コースへの参 加 が、早 期

成 人 期 における投 資 知 識 や家 計 貯 蓄 率 と関 連 していないことを発 見 したが、

高 校 や大 学 教 育 現 場 での金 融 経 験 に関 して言 えば、貯 蓄 率 と正 の関 連 が

あることを示 した 。この結 果 は、金 融 教 育 よりも金 融 経 験 の方 が、 より 大 きな  

金 融 的 幸 福 をもたらす行 動 に関 与 する点 で重 要 であることを示 唆 している。

上 で述 べたように、金 融 知 識 が金 融 行 動 に大 きな影 響 を与 えるタイミングは、

金 融 決 定 の直 前 の場 合 であることが知 られている。この結 果 から、高 校 の金 融

教 育 と同 時 進 行 で、学 生 が貯 蓄 口 座 などの金 融 商 品 を利 用 する機 会 を提 供

することが望 ましいことが分 かる。また、彼 らが成 人 となってすぐに行 う決 定 （ 例

えば、クレジットカード利 用 やキャッシュレス決 済 のポイント利 用 など） を良 い契

機 として、金 融 リサーチに関 する課 題 を導 入 するような工 夫 も推 奨 されよう。

３．日本における金融リテラシー教育の現状と課題

我 が国 における金 融 リテラシー教 育 は、近 年 、国 際 的 な経 済 環 境 の変 化 や

国 内 の経 済 的 課 題 を背 景 に、 その重 要 性 が強 く認 識 されつつ ある。特 に、

2022 年 の成 人 年 齢 の引 き下 げや、家 計 の資 産 運 用 に対 する関 心 の高 まりに

伴 い、高 校 段 階 での金 融 リテラシー教 育 が急 務 となっている。文 部 科 学 省 の

学 習 指 導 要 領 では、家 庭 科 や公 民 科 の一 部 に金 融 に関 連 する知 識 を教 える

カリキュラムが導 入 されているが、依 然 としてその実 施 状 況 には課 題 が残 る。

例 えば、金 融 リテラシー教 育 の進 展 において、地 域 や学 校 間 での教 育 格 差 が

大 きな問 題 である。都 市 部 の一 部 の学 校 では、企 業 や金 融 機 関 との連 携 に

よる実 践 的 な授 業 が行 われているが、全 国 的 な標 準 化 には至 っていない。また、

教 員 の金 融 知 識 や資 産 運 用 に関 する経 験 の不 足 も、効 果 的 な授 業 の実 施 を

阻 む 要 因 の 一 つ である 。さらに 、 生 徒 の 関 心 や理 解 度 にもば らつきがあ り、  

金 融 リテラシー教 育 が生 徒 に十 分 に浸 透 していない現 状 がある。本 節 では、

教 育 現 場 がどのような課 題 を抱 えているか、日 本 の金 融 リテラシー教 育 の現 状

と課 題 に関 するこれまでの研 究 成 果 を概 観 し、問 題 点 の整 理 を試 みる。

金融リテラシー教育における日本と欧米の違い

前 節 までは、金 融 リテラシー教 育 で先 行 する欧 米 の事 例 を中 心 にこれまでの

研 究 成 果 を整 理 してきた。言 うまでもなく、日 本 と欧 米 における金 融 リテラシー

教 育 は、同 じものである必 然 性 はない。両 者 の相 違 は、教 育 システムの構 造 や

文 化 的 背 景 、政 府 や民 間 の関 与 度 合 いに起 因 している。では、両 者 はどの

ように異 なるのか。
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日 本 の金 融 リテラシー教 育 は、欧 米 諸 国 に比 べて導 入 が遅 れていることは、

紛 れもない事 実 である。欧 米 では、1990 年 代 から 2000 年 代 にかけて金 融   

リテラシー教 育 が積 極 的 に推 進 され、学 校 教 育 の一 環 として広 く取 り入 れられ

てきた。例 えば、アメリカでは 2003 年 に「 No Child Left Behind Act」 の一

環 として、金 融 教 育 が初 等 ・ 中 等 教 育 に組 み込 まれた。一 方 、日 本 では 2000
年 代 以 降 、特 に 2005 年 の「 金 融 教 育 元 年 」 とされる年 からようやく本 格 的 に

取 り組 みが議 論 されるようになった。

次 に、教 育 内 容 の違 いが挙 げられる。欧 米 の金 融 教 育 は、実 践 的 かつ包 括

的 であることが特 徴 である。具 体 的 には、クレジットカードの利 用 方 法 、投 資 、

保 険 、税 金 、退 職 後 の資 産 運 用 など、幅 広 いトピックが取 り扱 われる。特 に、

アメリカやイギリスでは、リスク管 理 や投 資 の基 本 知 識 がカリキュラムに組 み込 ま

れており、早 い段 階 から資 産 形 成 に対 する意 識 を高 める教 育 が行 われている。

一 方 、 日 本 の 金 融 教 育 は、 主 に 家 庭 科 や 社 会 科 の 授 業 で 基 本 的 な 家 計   

管 理 や消 費 者 教 育 を中 心 に行 われているが、投 資 や資 産 運 用 に関 する教 育

はまだ十 分 ではない。

さらに、教 育 方 法 や教 材 の充 実 度 にも違 いが見 られる。欧 米 では、政 府 や

金 融 機 関 、非 営 利 団 体 が積 極 的 に金 融 教 育 に関 わり、多 様 な教 材 やプログ

ラムを提 供 している。例 えば、アメリカでは「 Jump$tart Coalition」 や「 Next 
Gen Personal Finance」 などの団 体 が、無 料 で利 用 できる教 材 を提 供 し、

教 育 の 標 準 化 と 普 及 に 貢 献 し て いる 。こ れに 対 し て 、 日 本 で はまだ 一 部 の  

教 材 が整 備 されているに過 ぎず、学 校 によって教 育 の質 にばらつきがある。

最 後 に、文 化 的 背 景 の違 いも考 慮 すべき点 である。欧 米 では、個 人 主 義 が

強 く、自 己 責 任 の下 での金 融 管 理 が重 視 されるため、金 融 リテラシー教 育 が

早 期 から導 入 されている。これに対 し日 本 では、終 身 雇 用 や年 功 序 列 といった

伝 統 的 な労 働 文 化 の影 響 から、個 人 の金 融 管 理 や投 資 に対 する関 心 が低 く、

その結 果 として金 融 リテラシー教 育 の優 先 度 も低 い。しかしながら、近 年 、経 済

環 境 の変 化 により、日 本 でも自 己 責 任 の意 識 が高 まりつつあり、金 融 教 育 の

必 要 性 が増 している。

以 上 のように、日 本 と欧 米 の金 融 リテラシー教 育 には、歴 史 的 背 景 、教 育

内 容 、方 法 、文 化 的 要 因 の違 いが存 在 している。これらの違 いを理 解 すること

で、日 本 における金 融 教 育 の今 後 の改 善 策 を考 える上 での参 考 となるだろう。

日本における金融リテラシー教育の課題と展望

日 本 における金 融 リテラシー教 育 はまだ本 格 導 入 のまだ初 期 段 階 であり、

当 然 ながら克 服 しなければならない課 題 も多 い。ここで検 討 すべき課 題 は、

日 本 の金 融 リテラシー教 育 がそもそも何 を目 的 にすべきか、既 存 科 目 の配 分

の中 にその教 育 の時 間 をどう割 り込 ませるかなど、多 岐 にわたっている。以 下
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で は、 既 存 の 研 究 が 指 摘 す る 日 本 の 金 融 リ テ ラ シ ー 教 育 の 現 状 や 課 題 を  

概 観 していく。

松 浦 (2015)の研 究 は、金 融 リテラシー教 育 の導 入 が本 格 化 する前 の段 階

における包 括 的 な成 果 の一 つである。そこでは、日 本 の金 融 教 育 に関 する取 り

組 みを分 析 し、その拡 充 と金 融 リテラ シー 向 上 のための提 言 を行 っている。  

まず、金 融 リテラシーの定 義 とその重 要 性 を確 認 し、日 本 における少 子 高 齢 化

や人 口 減 少 社 会 において、金 融 リテラシーの向 上 が必 要 とされる理 由 を論 じて

いる。次 に、日 本 国 内 での金 融 教 育 が、政 府 機 関 や民 間 団 体 で行 われている

取 り組 みを紹 介 している。石 川 県 内 の小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 での金 融

教 育 の事 例 調 査 が行 われ、その現 状 と課 題 が明 らかにされている。これらの

事 例 調 査 では、各 学 校 が取 り組 む金 融 教 育 の内 容 や目 的 、またその教 育 が

どのような効 果 を生 徒 にもたらしているかが具 体 的 に示 されている。特 に、小 学

校 では「 商 店 街 ごっこ」 などの体 験 型 学 習 を通 じて、生 徒 が実 際 の経 済 活 動

を模 倣 しながら学 ぶ機 会 が設 けられている。中 学 校 や高 等 学 校 でも、金 融 や

経 済 に関 する知 識 を深 めるための様 々な授 業 や行 事 が実 施 されているが、

時 間 的 制 約 や教 員 の専 門 性 の不 足 が課 題 として浮 き彫 りになっている。最 後

に、金 融 リテラシー向 上 のための提 言 が述 べられている。

その提 言 としては、金 融 教 育 の時 間 確 保 のために土 曜 日 授 業 を活 用 する

ことや、教 員 同 士 の連 携 強 化 、専 門 的 知 識 を持 つ外 部 講 師 の長 期 的 支 援 が

推 奨 されている。また、教 員 志 望 者 や現 職 教 員 への金 融 教 育 に関 する研 修 や

教 育 機 会 の拡 充 も重 要 な施 策 として挙 げられている。この研 究 は、金 融 リテラ

シー教 育 が必 修 化 される前 の日 本 の金 融 教 育 が抱 える課 題 を具 体 的 に示 し、

その改 善 に向 けた具 体 的 な提 案 を提 供 している点 で先 駆 的 である。金 融 リテ

ラシーの向 上 は、日 本 の経 済 社 会 における将 来 的 な持 続 可 能 な発 展 にとって

不 可 欠 であると結 論 付 けている。

金 融 教 育 の有 用 な教 材 の例 として、例 えば、ゆうちょ銀 行 が提 供 する「 金 融

教 育 」 のウェブページでは、ゆうちょ銀 行 の金 融 教 育 への取 り組 みを紹 介 が

紹 介 されている * 1 。主 な内 容 としては、 (1)「 ゆうちょアカデミー」 を通 じた金 融

教 育 活 動 の実 施 、 (2) 小 ・ 中 学 生 向 けの「 お金 の大 切 さを学 ぶ」 をテーマに  

し た 授 業 の 提 供 、 (3) 高 校 生 ・ 大 学 生 向 け の 「 人 生 と お 金 」 を テ ーマ にし た  

授 業 の実 施 、(4)社 会 人 向 けの「 ライフプランニング」 に関 するセミナーの開 催 、

(5)オンラインでの金 融 教 育 コンテンツの提 供 、(6)全 国 の学 校 や公 民 館 などで

出 張 授 業 の実 施 、(7)金 融 教 育 に関 する教 材 の開 発 と提 供 、である。ゆうちょ

銀 行 は幅 広 い年 齢 層 に対 して金 融 リテラシーの向 上 を目 指 し、社 会 貢 献 活 動

の一 環 として金 融 教 育 を推 進 していることがこのサイトからうかがえるが、ここで

提 供 されているオリジナルテキスト「 未 来 のレッスン」 は分 かり易 い教 材 なのだが、

*1) h t t p s : / / www . j p - b a n k . j a p a n p o s t . j p / s u s t a i n a b i l i t y / s o c i a l / c ommun i t y / n u r t u r i n g / f i n a n c i a l - e d u c a t i o n /
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この よう な 有 用 な 教 材 や 資 料 が 散 在 し て いる ために 、 実 際 に 比 較 検 討 して  

利 用 に付 することは容 易 ではない。これらを体 系 的 に参 照 できるようなワンストッ

プのサイト構 築 などが待 たれるであろう。

比 較 的 最 近 の野 崎 (2022)の研 究 も、日 本 における金 融 教 育 の現 状 と課 題

を詳 細 に分 析 したものである。特 に成 人 年 齢 の引 き下 げに伴 い、高 等 学 校 に

おける 金 融 教 育 が強 化 さ れ ている 現 状 が 述 べ ら れている 。 本 文 で は、 金 融   

教 育 の推 進 体 制 やその歴 史 的 背 景 についても言 及 されており、2005 年 を「 金

融 教 育 元 年 」 として位 置 づけ、その後 の取 り組 みの経 緯 と問 題 点 が議 論 され

ている。中 でも、アベノミクス下 で進 められた新 自 由 主 義 的 金 融 改 革 が、投 資

を奨 励 するイデオロギーの広 がりと、それに伴 う金 融 格 差 の拡 大 を助 長 した

問 題 点 が指 摘 されている。さらに、「 貯 蓄 から投 資 へ」 というスローガンにより、

国 民 へのリスクの転 嫁 を図 りつつ、十 分 な金 融 リテラシーがないままに投 資 を

促 す危 険 性 について警 鐘 が鳴 らされている。この論 文 では、真 の金 融 リテラシ

ーとは何 か、そして現 代 日 本 における金 融 教 育 の課 題 とは何 かを問 い直 すこと

が重 要 であると結 論 づけられている。具 体 的 には、消 費 者 や投 資 家 としての  

側 面 を 強 調 した 教 育 が 必 要 であ り、 単 な る投 資 教 育 ではなく 、 社 会 全 体 の  

利 益 を考 慮 した包 括 的 な金 融 教 育 が求 められているとされている。金 融 教 育

の強 化 が必 要 とされる中 で、その内 容 や実 施 方 法 についての社 会 的 合 意 が

形 成 されていない現 状 が課 題 として浮 き彫 りにされていると言 えよう。

2024 年 7 月 に発 表 された日 本 FP 協 会 (2024)の報 告 書 は、日 本 FP 協 会

が 2024 年 6 月 に全 国 の教 員 を対 象 に実 施 した調 査 を基 に、金 融 経 済 教 育

の現 状 と課 題 を明 らかにしている。主 な内 容 として、まず教 員 の約 9 割 が金 融

経 済 教 育 の必 要 性 を感 じているが、その教 育 が生 徒 に浸 透 していると感 じて

いる教 員 はわずか 1 割 強 であることが指 摘 されている。教 員 の多 くは、金 融   

経 済 教 育 において「 生 徒 にとって理 解 が難 しい内 容 が多 い」 ことや「 教 える側

の専 門 知 識 が不 足 している」 ことを課 題 と感 じており、その改 善 が求 められて

いる。さらに、金 融 知 識 を身 につける際 の最 大 の障 壁 として「 時 間 的 余 裕 の

なさ」 が挙 げられており、教 員 自 身 が知 識 を更 新 することの難 しさも報 告 されて

いる。そのため、教 員 は外 部 組 織 との連 携 を進 めることが必 要 と考 えており、

特 に高 度 な専 門 知 識 を持 つ外 部 講 師 の利 用 が求 められている。また、調 査

結 果 は、金 融 経 済 教 育 の推 進 には教 員 だけでなく外 部 の専 門 家 との連 携 が

不 可 欠 であることを強 調 している。調 査 に参 加 した教 員 の多 くが、外 部 講 師 の

導 入 や 外 部 組 織 との連 携 を 検 討 し てい るが、現 状 で は半 数 以 上 が連 携 の  

経 験 がないことも明 らかになっている。このように、金 融 経 済 教 育 の重 要 性 が

認 識 されつつある一 方 で、教 育 の質 を高 めるための課 題 が依 然 として存 在 して

いることが示 されている。

家 森 (2024)では、日 本 における金 融 経 済 教 育 の現 状 と課 題 、そして今 後

の取 り組 みについて詳 細 に論 じられている。特 に、2024 年 に設 立 される金 融



19

経 済 教 育 推 進 機 構 の役 割 と、それを支 え る法 的 および制 度 的 背 景 が説 明

されている。まず、日 本 の金 融 リテラシーの現 状 について、若 年 層 の金 融 知 識

が他 の世 代 や米 国 の同 世 代 と比 較 して低 いことが示 唆 されている。金 融 経 済

教 育 が行 われている学 校 の割 合 は増 加 しているものの、授 業 時 間 の確 保 や

教 育 内 容 の充 実 において課 題 が残 っている。特 に、教 科 書 の記 述 がまだ十 分

ではなく、副 教 材 や外 部 機 関 の協 力 による教 育 の必 要 が示 唆 されている。

さらに、2021 年 から適 用 されている新 しい学 習 指 導 要 領 に基 づき、金 融   

経 済 教 育 は一 層 充 実 され ているが、その効 果 はまだ限 定 的 であり 、知 識 の

習 得 には一 定 の成 果 が見 られるものの、行 動 変 容 への影 響 は依 然 として小 さ

いとされている。また、学 校 教 員 と生 徒 のアンケート調 査 結 果 に基 づき、金 融

経 済 教 育 に対 する理 解 や実 践 がまだ十 分 でない現 状 が示 されている。金 融

リテラ シーの 向 上 に向 けた 今 後 の 課 題 と して 、教 員 の 教 育 研 修 の 充 実 や、  

金 融 業 界 と学 校 の連 携 強 化 が必 要 であることを、この論 文 は提 言 している。

特 に、 金 融 リテ ラシ ーを 高 める ためには、 知 識 の 詰 め 込 み で はな く、 必 要 な  

時 に専 門 家 に相 談 できるような能 力 の育 成 が重 要 であると結 論 付 けている。

４．金融リテラシーの教育現場が抱える諸課題

上 記 のような既 存 の研 究 成 果 を踏 まえた上 で、本 研 究 では、日 本 の高 校 の

教 育 現 場 での現 状 に関 する調 査 を行 った。日 本 の高 校 における金 融 リテラシ

ー教 育 の進 捗 状 況 と課 題 を明 らかにするため、高 大 連 携 の接 続 校 にて金 融

リテラシー教 育 を担 当 する 3 名 の教 員 （ 男 性 ２ 名 、女 性 １ 名 ） を対 象 に高 校 の

教 育 現 場 でのインタビュー調 査 を実 施 した。この３ 名 の教 員 はいずれも積 極 的

な資 産 運 用 の経 験 を持 たないことが確 認 されており、そのような条 件 の下 で

金 融 リテラシー教 育 において実 践 的 な指 導 がどのように行 われているか、また

教 員 が感 じる課 題 や困 難 について探 ることを目 的 とした。

インタビューは、2024 年 3 月 上 旬 に実 施 され、各 教 員 に対 して 1 時 間 程 度

の個 別 インタビューを行 った。インタビューでは、金 融 リテラシー教 育 のカリキュ

ラムや授 業 内 容 、教 材 の使 用 状 況 、生 徒 の反 応 、教 員 自 身 の教 育 に対 する

準 備 状 況 などについて詳 細 に質 問 した。質 問 は、半 構 造 化 インタビュー形 式

で 行 わ れ 、 教 員 が 自 由 に 意 見 を 述 べる こと が で きる よ う 配 慮 し た 。 得 ら れ た  

デー タ は、 録 音 ・ 筆 記 を 基 に 逐 語 的 に 記 録 し 、その 後 テーマ 別 に 分 類 して  

分 析 を行 った。

日 本 の高 校 における金 融 リテラシー教 育 には広 範 囲 にわたって多 くの課 題

が存 在 しているが、ここでは、教 員 が抱 える問 題 点 に限 定 して吟 味 している。

その理 由 は、まず、教 員 側 の能 力 が高 まらなければ教 育 そのものが成 立 しない

こと、および、金 融 リテラシー教 育 のいきなりの必 修 化 で、教 える側 にその準 備

が整 っているかを確 認 する必 要 があったためである。極 言 すれば、教 員 側 の
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対 応 が万 全 であれば、教 わる学 生 の興 味 や関 心 はそれに引 きずられて比 較 的

容 易 に鼓 舞 されるであろうことが期 待 されよう。金 融 リテラシー教 育 は、現 代

社 会 における資 産 運 用 やリスク管 理 のスキルを養 うために不 可 欠 な要 素 とされ

ているが、現 場 の教 員 が実 際 に直 面 している問 題 を克 服 しなければならず、

その普 及 には多 くの障 害 が立 ちはだかっていると考 えられる。以 下 、インタビュ

ーで 得 ら れ た結 果 の 要 約 か ら、 日 本 の高 校 における 金 融 リテ ラシ ー教 育 の  

現 状 と課 題 を概 観 する。

まず、金 融 リテラシー教 育 の最 大 の課 題 は、教 育 に適 した教 材 の不 足 である。

日 本 では、金 融 リテラシーに関 する標 準 的 な教 材 が十 分 に整 備 されておらず、

現 場 の教 員 が独 自 に教 材 を用 意 する必 要 がある場 合 が多 い。このような状 況

では、教 員 自 身 が金 融 の専 門 知 識 を持 たない限 り、授 業 内 容 が非 体 系 的 で

断 片 的 なものになりがちであり、結 果 として生 徒 に金 融 リテラシーを効 果 的 に

教 えることが難 しい。また、地 域 や学 校 ごとに教 材 の質 や内 容 が異 なるため、

全 国 的 に均 質 な金 融 教 育 を提 供 することの困 難 性 も付 随 する。

第 二 に、生 徒 の関 心 の低 さも大 きな問 題 点 として言 及 された。多 くの高 校 生

にとって、金 融 というテーマは日 常 生 活 から遠 く感 じられ、実 際 の資 産 運 用 や

金 融 商 品 に対 する興 味 が低 い。特 に、金 融 リテラシーは将 来 のために不 可 欠

な知 識 であるという 認 識 が不 足 してお り、 現 在 の生 活 に直 結 し ないと考 える  

生 徒 が多 い。生 徒 が自 ら学 びたいと感 じる意 欲 を高 めるために、より具 体 的

かつ実 践 的 な事 例 を取 り入 れた 授 業 が求 められていることを示 唆 している。  

これは上 記 の適 切 な教 材 の欠 如 の問 題 点 にもつながる。

第 三 に、教 員 自 身 の金 融 知 識 の不 足 も大 きな課 題 である。インタビューを

行 っ た 教 員 は、 資 産 運 用 に 関 す る 実 務 経 験 が 乏 し く 、金 融 商 品 や 投 資 の  

仕 組 みについての知 識 が十 分 でなかった。その結 果 、金 融 リテラシー教 育 に

おいて、教 員 が自 信 を持 って授 業 を行 うことが難 しくなっている。また、これを

補 うための教 員 向 けの研 修 プログラムやサポート体 制 が不 十 分 であり、金 融   

リテラシーの授 業 を担 当 する教 員 が自 ら学 ぶ環 境 が整 っていないことも問 題 点

として指 摘 された。

第 四 に、金 融 リテラシー教 育 の時 間 が十 分 に確 保 されていない点 も挙 げられ

る。既 存 のカリキュラムにおいて、家 庭 科 や公 民 科 の一 部 として金 融 教 育 が

取 り入 れられているが、他 の教 科 に比 べて優 先 度 が低 く、十 分 な授 業 時 間 が

確 保 されていない現 状 がある。その結 果 、金 融 リテラシーの重 要 な概 念 を深 く

教 える時 間 がなく、表 面 的 な知 識 の伝 達 に留 まってしまうケースが多 い。

ここでは、教 える側 の問 題 に限 定 してインタビュー結 果 を要 約 したが、金 融

リテラシー教 育 を徹 底 させるための課 題 は枚 挙 に暇 がない。これらの課 題 を

克 服 するためには、まず教 員 に対 する金 融 教 育 の専 門 研 修 を強 化 し、金 融

リテラシー教 育 に適 した教 材 の整 備 が急 務 である。また、生 徒 にとって実 践 的

かつ関 心 を引 く授 業 を行 うための工 夫 も必 要 である。具 体 的 には、欧 米 でその
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成 果 が広 く報 告 されたようなシミュレーションゲームやロールプレイングを活 用 し

て、生 徒 が自 らの意 思 で資 産 運 用 やリスク管 理 を体 験 できる機 会 を増 やすこと

などが考 えられる。これには、時 間 と手 間 がかかり効 率 性 の点 では課 題 が残 る

が、しかし、金 融 リテラシーが学 生 の将 来 にわたって有 用 な知 識 ・ スキルである

ことを、体 験 を以 て実 感 させることができるだろう。

総 じて 、日 本 の 高 校 における金 融 リテ ラ シー教 育 はまだ発 展 途 上 にあり、  

今 後 の改 善 が求 められる。金 融 リテラシーは、個 人 の経 済 的 な自 立 や社 会

全 体 の経 済 的 な安 定 に直 結 する重 要 なスキルであり、その教 育 の質 を高 める

ことは、日 本 の経 済 社 会 全 体 の発 展 にとっても大 きな意 義 を持 つであろう。

５．おわりに：金融リテラシー教育の改善にむけて

本 論 文 では、日 本 における金 融 リテラシー教 育 の現 状 と課 題 について、欧 米

などの先 行 研 究 、 事 例 紹 介 などを踏 まえ て検 討 してきた。 金 融 リテラシーの

重 要 性 が増 している一 方 で、教 員 自 身 がその知 識 や技 術 を修 得 するための

支 援 が十 分 に行 われていない現 状 が示 唆 されている。ここでは、最 後 に、それ

らを克 服 する具 体 的 な対 策 として、金 融 教 育 の強 化 に向 けたさまざまな取 り

組 みを示 唆 したい。

まず、外 部 教 育 機 会 の有 効 利 用 が考 えられる。例 えば、日 本 FP 協 会 による

「 パーソナルファイナンス教 育 インストラクターによる出 張 授 業 」 などの制 度 は

有 効 であろう。これは、金 融 の専 門 知 識 を持 つ講 師 が学 校 に派 遣 され、実 際

の授 業 を行 いながら教 員 も学 ぶ機 会 を与 えるという形 式 で、教 員 の金 融 リテラ

シー向 上 に貢 献 しうる。また、金 融 広 報 中 央 委 員 会 や各 地 の金 融 広 報 委 員

会 が実 施 する教 員 向 けの研 修 プログラムでは、金 融 知 識 の基 礎 や授 業 での

具 体 的 な指 導 方 法 が提 供 されている。

同 様 に、オンライン学 習 リソースの提 供 も重 要 な支 援 策 の一 つである。金 融

庁 や日 本 銀 行 などが提 供 するオンライン教 材 や資 料 により、教 員 は自 己 学 習

を通 じ て 金 融 知 識 を 深 めるこ とが可 能 と なってい る。2024 年 に設 立 さ れ た

「 金 融 経 済 教 育 推 進 機 構 」 は、専 門 講 師 を認 定 し、企 業 や学 校 に派 遣 する

ことで、教 員 の金 融 教 育 能 力 を向 上 させることを目 指 している。

次 に、産 学 連 携 プログラムも進 展 しており、一 部 の大 学 や金 融 機 関 が教 員

向 けの金 融 教 育 プ ログラムを 提 供 してい る。これにより、教 員 は最 新 の金 融

知 識 や教 育 手 法 を学 ぶ機 会 が提 供 されている。文 部 科 学 省 や金 融 関 連 団 体

による 教 材 開 発 も 進 んで お り、 質 の高 い 教 材 が 教 員 に 提 供 さ れ ている 点 も  

評 価 されるべきである。現 状 でも非 常 に多 忙 な高 校 教 員 が、新 たに初 歩 から

金 融 関 連 の複 雑 な知 識 を正 しく体 系 立 って理 解 し、オリジナルな教 材 を製 作

するような時 間 的 余 裕 は無 いであろう。このような外 部 の教 育 サービスを、どう

効 果 的 に（ かつ安 価 に中 立 的 に） 導 入 することができるか、今 後 の課 題 となろう。
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最 後 に、 教 員 間 の 情 報 交 換 が 促 進 さ れ ている 。 研 究 会 や 情 報 交 換 会 が  

開 催 されることで、教 員 同 士 が知 識 や経 験 を共 有 し、金 融 教 育 における実 践

的 な知 見 を深 めることができる。

これらの取 り組 みは、教 員 の金 融 リテラシー教 育 の向 上 に寄 与 しているものの、

依 然 として専 門 知 識 の不 足 が課 題 として残 っており、今 後 のさらなる対 策 強 化

が求 められている。
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